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地域包括ケアに携わる多職種合同研修会 

～ 「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ ～ 

「第３回ケア・カフェきたそらち～食 事～」開催報告 
 

・日 時 令和２年１月３０日（木）１８：００～２０：００ 

・場 所 ラ・カンパーニュホテル深川 ２階 青雲の間 

・主 催 北空知地域医療介護確保推進協議会 

・共 催 北空知介護支援専門員連絡協議会 北空知栄養士会 

・参加者 ８３名（事前申込者９８名 欠席１８名、当日受付３名） 

（市町別：深川市６５名、妹背牛町６名、秩父別町２名、北竜町１名、沼田町８名、滝川市１名） 

（職種別：看護職１８名、介護支援専門員１１名、保健師９名、ヘルパー６名、リハビリ職７名、 

管理栄養士・栄養士９名、MSW・SW・相談員４名、事務職２名、薬剤師２名、 

歯科衛生士２名、歯科医師２名、医師２名、その他９名） 

 

・目 的 北空知における地域包括ケアシステムの構築を目指して、地域の保健・医療・介護・福祉の関係 

機関・施設・事業所等において、患者や利用者、地域住民の支援に関わる多職種の関係職員が一堂 

に会し、互いの役割を確認・共有し、切れ目のない 

支援・サービスが提供される多職種連携の関係づく 

りを構築するための研修機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人や施設入所者の体調不良等が

あり欠席される方が目立ちました

が、初めて参加する方も少なから

ずありました。 

欠席分を調整し、用意した２２卓

から１８卓でのＧＷとなりまし

た。 
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・第３回研修会は、北空知栄養士会と共催し、「食

事」をテーマに開催しました。 

・話題提供は、北空知栄養士会会長で、介護老人保

健施設エーデルワイスの管理栄養士である、岡本

さんから「食事と健康寿命」題してお話をいただ

きました。 

・岡本さんは、寿命を延ばすだけでなく、いかに健

康で生活できる期間を延ばすことが大事であるか

と、健康寿命について説明。都道府県別でみると

男女とも山梨県が１位で、北海道は男性が２５

位、女性が４５位であることを指摘。 

・健康寿命を延ばすためには、運動、食生活、禁煙

が重要であり、国ではスマート・ライフ・プロジ

ェクトとして国民運動としている。 

・今日は減塩を取り上げたいとし、その場でアンケ

ートを実施、参加者の塩分摂取状況をチェックし

てもらいました。 

・そのうえで、塩分を控えるための１２ヶ条を示

し、薄味に慣れる、漬け物・汁物の量に気を付け

る、酒の肴に注意することなどを呼びかけ、生活

習慣予防の大切さを説きました。 

総合司会は多職種合同

研修企画小部会の 

桑原小部会長 

開会挨拶する、医療介護連携

支援センター長の新居さん 

ケア・カフェ初参加です 

今回は北空知栄養士会会長の岡本さんが 

「食事と健康寿命」について話題提供 
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今回もＢＧＭが聞こえない

ほど賑やかにおしゃべり 

アンケートから 

・カフェがなければ話す機会もなかったと思われ

る人と話ができて楽しかった。 

・自分が思いもしない話をいっぱい聞けました。 

・１つの題目で皆の生活や考え、意見を自由に話

したり、聞けるのが良かった。 

・話のしやすいテーマで、話題がたくさんありま

した。 

・仕事を持っている女性（若い人）が食事を作

り、子育てをしている苦労話に感心しました。 

・気軽に仕事の話、プライベートの話をして交流

できた。 

 

・食事・塩分の知識を深めることができた。 

・お互いの知識を皆に（自分に）活かせることが

良かった。 

・話が色々展開し、あっという間に時間が過ぎま

す。 

・深川の医療や暮らし方を応援する方がたくさん

おられるのを心強く感じます。 

・「たれや醬油をつける所を舌の上にのせる」は

すぐできると思いました。 

・たくさん話題があって、ためになる話も多かっ

たです。 

・参考になる話が多くありました。 

・話せる方が増えたかな（他職種の方で） 

 

・塩分とカリウムが大事ということを学んだ。 

・患者の在宅状況がわかって学びになった。 

・訪問看護で困っていることが病院と違うと感じ

た。 

・高齢者に説明できる、アドバイスできるように

なった。 

・食事からつながる生き方の話は今後の参考にな

った。 

・様々な方の視点での話が聞けた。 

・若い力を感じ、安心して暮らせるかなと思いま

した！（年寄なので） 

今回は、疋田さん（上）がカフェマスターを務

め、永洞さん（下）がサブマスターとして補佐、

二人の掛け合いで楽しく進行しました 

Chart1終了の合図に挙手する参加者

ちょっと話足りないよ～ 

今回は、栄養士さんのほか、介護者と共に歩む会

や東ヶ丘病院などから初参加が多数ありました 

ケア・カフェとは、と説

明する疋田マスターら 
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～全体共有から～ 
・お米大好きの話題、糖質制限で消費落ちているの

は残念。ご飯と梅干の相性は栄養的にも最高。 

・食べて運動することが健康につながる。 

・看護師不足と農業後継者不足が深刻、両者の婚活

マッチングができないか。一緒になれば担い手不

足が解決する。（会場から拍手） 

・東ヶ丘病院の給食では土曜日にカレーライスがで

る海軍式？ 曜日が分かるように出されている？ 

・塩分を抜く、排出する食べ物は何か。カリウムを

一緒に摂取するとよい。大豆、ブロッコリー、キ

ュウリ、アボカドなどがある。（なるほどの声） 

・北空知は神経難病の人が多いとの話題あり。 

・カロリーを気にする人はいるが、塩分を気に人は

少ない。 

・栄養や塩分をあまり気にするとストレスになる。 

・絶対に痩せる方法として、体を鍛えるために実践

している食事のレシピを紹介、どんぶりに100～

120ｇのご飯に、茹でた鳥のささ身をほぐし、オ

クラ、納豆、生卵の白身（黄身は捨てる）を入

れ、鰹節をかけて食べる。１日３食、４～５か月

食べ続けると絶対やせる。（会場から無理の声） 

 

～参加者の声から～ 
・初めてで緊張しましたが、楽しかったです。 

・また参加したいです。明日から頑張ります。 

・とても楽しく、勉強になりました。 

・いつも企画・運営ありがとうございます。 

1人一色、カラフ

ルに模造紙へ自

由にメモ書き、 

記憶と全体共有

の手助けに 

MIVS賞は「塩分を輩出する食べ物は何か」と質問し

た太田さんと、「絶対に痩せる食事方法」を紹介した

吉川さんに決定。大谷内賞と岡本賞をプレゼント 

歯ブラシ選びに音波式電動歯

ブラシを推奨する定岡さん 

閉会挨拶で、ケア・カフェのゆるい感

じが好きだと、来年度の開催を期待す

る、ケアマネ連協の中神会長 

初参加の北本歩む会会長と石井弁護士 

コーヒー、お菓子コーナー 


